






































なし」の用例のうち残りの三例が現れる。柏木に降嫁した女二宮をさしおいて女三宮を慕う彼の打ち明けに、小侍従は②「いであなおほけ 」とあきれており、 れに対し柏木は宮への思慕の一端を述べたく「ただ、かくありがたきも の隙にけ近きほどにて、この心のうちに思ふことのはしすこし聞こ させつべくたばかりたまへ。 」と請い、③
おほけなき
心は、すべて、よし見たまへ、いと恐ろ
しければ、思ひ離れてはべ 」と言って「犯 」を遂げようとすることまでは考えていないことを言明するが、小侍従からは彼が宮と直接対面したいとする意志について、④「 れよりおほけなき心は、いかがあらむ。 」と言われている。 （以上 二一九～二二〇）
柏木は女三宮を恋慕する心を「おほけなし」と自覚し、 「まことに、 わが心にもいとけしからぬことなれば」 （ 「若菜」下巻二二二）と、




りを見せるが、その様子は草子地で、 「わりなき心地 慰めに、猫 招き寄せてかき抱 たれば、いとかうばしくてらうたげにうちなくもなつかしく思ひよそへらるるぞ、すきずき や。 （ 「若菜 上巻一四二）と非難されている。柏木の行動を客観 視座から見て異







されないこととしているにもかかわらず、柏木は女三宮に対する恋 盲目的情熱をもって彼女に する。それは柏木の内の、女三宮への接近を促す自ら恃む心を根底にした彼の心理の特殊性 よる。
彼は大臣家の長男として、例えば女三宮 婿選びの際の太政大臣の言の伝聞として「この衛門督 、今ま 独りのみありて、皇女な
らずば得じ、と思へるを」 （ 「若菜 上巻三七） あるように、皇女降嫁 願いによる野心を強く持ち、自分が朱雀院や帝に女三宮 配偶としてふさわしいと認められているという自信のもと、宮への憧れを強くして盲目的 宮の幻像 抱 ようになる。
このように柏木には、自分が朱雀院や帝に女三宮の婿としてふさわしいと認められている いう確信がある。彼は朱雀院に「親しく
さぶらひ馴れ」 院が女三宮を大切にし た様子 見聞しており 「さまざまの御定めありしころほひより聞こえ寄り、院にもめざましとは思しのたまはせずと聞きしを、 かく異ざまになりたまへるは いと口惜しく胸いたき心地すれば、 なほえ思ひ離れず 」 （一三五）とあって、婿選びでの朱雀 の自分への評価が低いものではなかったと期待を寄せていたことがわかる。そして前述「若菜」上巻の六条院蹴鞠の場面では、夕霧によって 慎しみの浅さが批判的に見られているのに対し、柏木はこの女三宮の欠点を顧みることなく、宮の姿を見ることができ のも以前からの恋が成就する前兆か 、そ 因縁が嬉しく ならない（一四四） 。
自分が朱雀院から女三宮の配偶に相応しいと認められているという柏木 確信は、そ 後「若菜」下巻で、直接に女三宮に会おうと



























源氏が宮を軽んじて不当であるとの感を強くしてい あまつさえ源氏に対して、 「世の中定めなきを、大殿の君もとより本意ありて思しおきてたる方におもむきたまはばとたゆみなく思ひ歩きけり。 」 （ 「若菜」上巻一三六）と、ゆくゆく本懐 出家を遂げることを期待する。
以上のように、柏木 女三宮「犯し」に対して何重もの掣肘の枠を設定しつつ、柏木にその枠を乗り越え せるものがある。朱雀院
の思わくをめぐる彼の推測、源氏への義憤等が絡まってその必然性を強くしている。権勢並ぶもののない源氏 正妻への「犯し」が物語内 秩序においては許されないこと されつつ、物語 時間 進行 中で遂げら そうした様相 根底には、 が当初より避けられぬものと定まっていたことを肯わせるもの あり、それを運命的なものとして捉えるこ ができるが、一方で創作主体たる作者のレベルから見る 、そこに構想的意図の存在を読むことは可能であろう。その目論見による「犯し」へ 傾斜を物語 内 る秩序が阻もうとし、自己の中の幻像に促 るなど柏木をめぐって添えられた心の必然 せめぎ合 ながら、結局それが遂げられることになるのである。












































































































まことは、さばかり世になき御ありさまを、見たてまつり馴れたまへる御心に、数にもあらずあやしきなれ姿を、うちとけて御覧ぜられむ らに思ひかけぬことなり。 （ 「若菜」下巻二二一）
その侵入の様相は、女三宮の立場からは突然出来したものとして描かれ、その後視点は柏木に移動して女三宮が見られ、柏木の彼女
への感想で終わる。そして柏木の長年にわたる女三宮への思いを語る次 彼の言葉へと移るのである。
数ならねど、いとかうしも思しめさるべき身とは、思うたまへられずなむ。昔より⑤おほけなき心のはべりしを、ひたぶるに籠めてやみはべりなましかば、心の中に朽して過ぎぬべかりけるを、なかなか漏らし聞こえさせて、院 もきこしめされにしを、こよなくもて離れてものたまはせざりける 、頼みを そめはべ て 身の数ならぬ一際に、人より深き心ざしをむな くな はべりぬることと動かしはべりにし心なむ、よろづ今はかひなきことと思うたまへ返せど、いかばかりしみはべりにけるにか、年月にそへて、口惜しくも、つらくも、むくつけくも、あはれにも、いろいろに深く思うたまへまさる せきかねて、かく⑥おほけなきさまを御覧ぜられぬる かつはいと思ひや なく恥 かしければ、罪重き心もさらにはべる じ（二二四）
柏木は自らの身分の低さにこだわりつつ女三宮へ長年抱き続けてきた切実な思いとそれの堰かれた複雑な心境を語っている。ここで

















恥づかしげにはあらで、なつかしくらうたげに、やはやはとのみ見えたまふ御けはひの、あてにいみじく思ゆることぞ、人に似させたまはざりける。 」 （二二五～二二六）というものであり、今ま 柏木が思い描いてきた女三宮のイメージとは相違していた。本来このような反応のない女性を前にした時、男性はその相手に感じていた魅力を失い情熱がさまされることにも るが、柏木の場合、女三宮を幻像として見る盲目性が恋慕の情熱をそのまま「犯し」の行動へと促していったのである。
今井久代氏は、この密通場面について藤壺と光源氏の逢瀬や空蝉と源氏の逢瀬などと比較した上で、 「柏木のことばが実に多量に写






















言及している 確かにこ 場面は固く心を閉ざしたままの女三宮に対 終始柏木が饒舌に愛 語っており、柏木の恋の幻想 大きさが饒舌を導き、彼女への慕情を増大させ、密通へ 大きく跳躍してし ったことが肯われる。「おほけなし」 の意識は柏木に 「犯し」 の遂行を掣肘しつつも、 女三宮恋慕の盲目性により、 結局彼に 「犯し」 を遂げさせることになるが、源氏にそれを知らされたとき、一転、柏木のふるまいは密通による源氏の維持する世界への侵犯の意 「おほけなし」として周囲に強く意識されることになる。柏木は密通後、源氏が六条院の女三宮方に渡って滞在していることを知り、宮へ訴え言を書き連ねた文を彼女に送る。その行為を語















なりかし。 （三一九、なお、本用例を⑫とし のは 次に掲げる「 （ ） 」のそれ⑪よ 後に現れることによる。 ）
このように見ると、 柏木にはそれが遂げられるまでは 「犯し」 の意識が薄く、 源氏の正妻を侵犯するものとは考えていない。しかし 「犯
し」を遂げてから語り手、源氏、女三宮から侵犯の意の「おほけなし」と捉えられており、本人も自らの所行が客観的に見て侵犯と捉えられるものであることを自覚することになる。ちなみに、死の床で彼は小侍従を前に、昔の世の「犯し」を引き合いにしながら、自らの過ちを「おほけなき心」によるものと認めている。














罪に当たるとは考えて ない。こうした考え方は 右の箇所 ほか、 「若菜」下巻、女三宮に侵入した直後に「し
かいちじるき罪には
当たらずとも、
この院に目を側められたてまつらむことは、いと恐ろしく恥づかしくおぼゆ。 」 （二三〇）とあり、 「柏木」巻で死の床
にあって加持の最中小侍従と語る際「深き過ちもなきに、
見あはせたてまつりし夕のほどより、やがてかき乱り、まどひそめにし魂の、
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おのがじしあはれを尽くし、見過ぐしがたきをりの答へをも言 そめ 自然に心通ひそむらん仲らひは、同じ し らぬ筋なれど、寄る方ありや、わが身ながらも さばかりの人に心分けたまふべくはおぼえぬものを、といと づきなけれど、また気色に出だすべきことにもあらずなど思し乱るるにつけて、故院の上も、かく、御心には知ろしめしてや、知らず顔をつくらせた ひけむ、思へば、その世のことこそは、いと恐ろ くあるまじき過ちな れ と近き例を思すにぞ 恋の山路はえもどくまじき御心まじりける。 （二五五）
女側で宮仕えの折に帝の寵愛が薄く「ものすさまじき」時に密通のようなことがおこり、
  それは結局けしからぬ事であるのだが、人









に、 「若菜」上巻当初より目論まれていたものと認められる。源氏に藤壺と 密通 心 封印し ままその生の終わらせてはならず、その罪の応報を彼の生前に知らせ精算し 後世へ赴かせることが必要だった。 際、本来ならば「犯し」が される立場にあるのは紫上であり 彼女に対するそれという可能態 現実化を避け ために柏木及び女三宮 登場が求め れた。 「若菜」以降の巻々 展開














自身では「犯し」を「おほけな」きものとして思い離れながら、その思いによる掣肘に反し、恋の盲目さ故の特異な性情を付与されて宮に接近し「犯し」を遂げるに到る。右の役割を終えた後は、権勢きわまりない源氏の妻たる女三宮を犯した「おほけ さ」 源氏が憤っていることへの畏怖 肥大させ、死へと傾斜していく。
当初柏木が女三宮に接近したのが密通そのものを目的としたも でなかったことは、源氏の営む六条院体制、秩序への反逆を意図し
たものではないことを意味する。作者は柏木の人柄を恋に身 砕 若者のそれとして設定しようとしたのであろう。作者はそ よう枠の中で柏木に女三宮への幻像を抱かせ、源氏の妻を犯すという身 ほどを逸脱する行動を遂げさせ こと 心理の必然を確保しようとした である。
このようして柏木はその課せられた「犯し」の役割を、 範囲の中に全的に生きたといえる。その生のありようを「おほけなし」
の使用の変化によって捉えることが出来る。死を前に彼 後世 救済 求めず、 「あはれとだに」と、女三宮に「あはれ」を求め、源氏の許しを願う（ 「柏木」巻二九一） 。こうして柏木は恋に生きて恋に死ぬ男としてそ 生を際立てる。救済を求めないのは、盲目的な恋慕をもって彼がそこまで生きた必然であろう。
そして「死とひきかえに人々との和解」を求める姿に源氏は彼へ 哀惜を大きくする。源氏は事件後、 そうした柏木の生に「あはれ」




























堀内秀晃氏「柏木」 （源氏物語講座第二巻『物語を織りなす人々』平成三（一九九一） ・九、勉誠社） 。





広瀬唯二氏「朱雀院の柏木評―密通の前提と構図―」 （ 『武庫川国文』第四七号、平成八（一九九六） ・一二） 。
５
　
伊藤博氏「柏木の造型をめぐって」 （ 『国語と国文学』昭和四二（一九六七） ・一〇） 。
６
　
呉羽長「変貌する柏木―「真木柱」巻の「あまりの事」にふれて―」 （ 『源氏物語の鑑賞と基礎知識㊲真木柱』平成一六（二〇〇四） ・ 一一、 一、 至文堂） 。
７
　












その反応の不可解さの理由を、拙稿「晩年の光源氏の造型 呉羽『源氏物語 創作過程の研究』 （平成二六（二〇一四） ・ 一〇、新典社）第十一章）
で考察したことがある。参照いただきたい。12　
この点の詳細は、 拙稿「 「御法」巻の成立」 （呉羽『源氏物語 創作過程 研究』 （平成二六 二〇一 ） ・ 一〇、 新典社）第十三章）を参照いただきたい。
13　
秋山虔氏「柏木の生と死」 （ 『講座源氏物語の世界』第七集（昭和五七（一九八二） ・五、有斐閣） 。
14　
高木和子氏「柏木物語が照らしだすもの」 （ 『源 物語の思考』平成一四 二〇〇二） ・三）第六章。
15　
三枝秀彰氏は、 匂宮」巻 薫の容姿をめぐる記述から 薫とは、自己の根底に柏木を抱え込み、生き方にまでそれを刻み込まれて それ故に
愛執に引き込まれ、また規制される存在であった」と指摘する（ 「薫試論―その主題的に内実とするもの―」 （ 『中古文学文』第三五号、昭和六〇（一九八五） ・五） ） 。 
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